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沼
澤
議
員

　里
山
林
整
備

事
業
委
託
料
と
森
林
整
備

地
域
活
動
支
援
交
付
金
が

減
額
と
な
っ
て
い
る
が
、

そ
の
理
由
は
。
森
林
組
合

と
相
談
さ
れ
て
い
る
の
か
。

髙
橋
産
業
課
長

　森
林
組

合
と
相
談
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
県
と
協
議
し
た
う
え

で
減
額
と
な
っ
た
。
今
後

も
町
の
森
林
が
適
正
に
保

護
・
育
成
さ
れ
る
よ
う
努

め
て
い
く
。

寒
河
江
議
員

　貸
工
場
の

進
捗
状
況
は
。

岸
政
策
財
政
監

　今
年
度

予
定
し
て
い
る
用
地
の
確

保
と
建
物
の
基
本
設
計
に

つ
い
て
は
、
用
地
は
契
約

で
き
る
見
込
み
で
、
基
本

設
計
は
大
体
で
き
て
い
る

が
、
今
後
最
後
の
詰
め
が

必
要
で
あ
る
。

栗
田
議
員

　政
府
も
石
破

大
臣
を
先
頭
に
地
方
創
生

に
本
腰
を
入
れ
て
い
る
。

地
方
創
生
推
進
に
係
る
交

付
金
は
、
バ
ラ
マ
キ
に
終

わ
っ
て
は
ほ
し
く
な
い
と

思
う
。
町
と
し
て
の
考
え

方
は
。

町
長

　地
方
創
生
交
付
金

に
は
、
地
域
消
費
喚
起
生

活
支
援
型
と
地
方
創
生
先

行
型
の
２
つ
が
あ
る
。
今

回
の
補
正
予
算
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
頑
張
っ
て

い
る
方
、
あ
る
い
は
女
性

の
活
躍
に
ど
う
い
う
支
援

を
で
き
る
か
な
ど
ギ
リ
ギ

リ
ま
で
議
論
し
て
予
算
を

計
上
し
た
。
金
山
ら
し
い

地
方
創
生
を
目
指
し
新
た

な
施
策
に
よ
っ
て
金
山
が

元
気
に
な
る
よ
う
に
活
用

を
図
り
た
い
。

須
藤
議
員

　診
療
所
の
医

師
確
保
対
策
に
関
し
て
大

変
苦
労
さ
れ
て
い
る
が
、

医
師
の
派
遣
の
働
き
か
け

は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る

か
。

柴
田
事
務
長

　町
長
は
じ

め
診
療
所
と
し
て
も
山
形

大
学
や
県
に
何
回
と
な
く

足
を
運
ん
で
要
望
し
て
い

る
。
昨
年
末
に
医
師
派
遣

の
要
望
書
を
提
出
し
、
現

在
、
そ
の
結
果
を
待
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

全
国
的
に
特
に
山
形
県
は

医
師
不
足
と
な
っ
て
い
る
。

矢
口
議
員

　米
価
下
落
に

よ
る
今
年
の
ナ
ラ
シ
対
策

は
ど
う
な
る
の
か
。

髙
橋
産
業
課
長

　現
在
、

米
価
は
少
し
で
あ
る
が
上

が
っ
て
き
つ
つ
あ
る
と
聞

い
て
い
る
。
最
終
的
に
は

５
月
く
ら
い
に
な
ろ
う
か

と
思
う
が
支
払
に
な
る
と

考
え
て
い
る
。
今
年
に
限

っ
て
は
一
般
農
家
に
も
支

払
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

※
１
月
６
日
付
で
専
決
処
分

さ
れ
た
一
般
会
計
補
正
予
算

は
、
ふ
る
さ
と
寄
附
の
増
、

福
祉
燃
料
購
入
支
援
事
業
な

ど
総
額
１
５
９
０
万
円
が
追

加
補
正
さ
れ
た
。

※
１
月
２１
日
付
で
専
決
処
分

さ
れ
た
一
般
会
計
補
正
予
算

は
、
豪
雪
に
よ
る
除
排
雪
経

費
の
追
加
と
し
て
総
額
８
５

０
万
円
が
追
加
補
正
さ
れ
た
。

地方創生消費喚起･生活支援型交付金事業
 （プレミアム商品券発行など）に１８００万円

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

(６７歳)
柴田 幸雄氏

人
事
・
条
例

全員賛成で可決  平成２６年度補正予算

主
な
条
例
の
制
定

○
金
山
町
定
住
自
立
圏
の

　形
成
に
係
る
議
会
の
議

　決
に
関
す
る
条
例
の
制

　定
【
理
由
】
新
庄
最
上
定
住

　自
立
圏
形
成
協
定
の
協

　定
締
結
す
る
こ
と
に
つ

　い
て
議
決
要
件
と
す
る

　こ
と
を
規
定
し
た

○
金
山
町
特
別
職
の
職
員

　の
給
与
に
関
す
る
条
例

　の
一
部
改
正

【
理
由
】
消
防
団
分
団
長

　以
下
の
処
遇
改
善
の
た

　め
報
酬
の
引
き
上
げ
な

　ど
○
町
長
等
の
給
与
の
特
例

　に
関
す
る
条
例
の
制
定

【
理
由
】
引
き
続
き
、
町

　長
２０
％
、
副
町
長
１０
％
、

　教
育
長
５
％
を
減
額
す

　る

質
疑
の
あ
ら
ま
し

ー
総
務
文
教
常
任
委
員
会
ー

流雪溝の早期実現を ー産業厚生常任委員会ー

委

員

会

の

活

動

報

告

委

員

会

の

活

動

報

告

　
　
　地
方
創
生
先
行
型
交
付
金
を
、

　
　活
用
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
対
す

　る
具
体
的
な
支
援
方
法
は
。

　
　
　地
方
創
生
先
行
型
交
付
金
は
、

　
　Ｎ
Ｐ
Ｏ
組
織
に
対
し
て
の
活
動

　補
助
金
と
し
て
最
大
１
０
０
万
円

　交
付
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
民
間
団

　体
に
交
付
し
て
主
体
的
に
運
営
管

　理
さ
せ
る
こ
と
が
条
件
で
あ
る
。

　
　
　文
部
科
学
省
の
学
校
統
合
計

　
　画
に
つ
い
て
、
町
の
現
時
点
で

　の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　統
合
に
つ
い
て
は
、
各
地
域

　
　の
保
護
者
や
、
住
民
の
意
見
を

　尊
重
し
て
統
合
等
に
つ
い
て
考
え

　て
い
き
た
い
。

　
　
　ふ
る
さ
と
納
税
に
対
す
る
、

　
　お
礼
品
の
ウ
エ
イ
ト
に
問
題
は

　な
い
の
か
。

　
　
　寄
付
の
件
数
は
増
え
て
い
る
。

　
　自
治
体
同
士
の
競
争
も
過
剰
気

　味
で
あ
る
。
し
か
し
、
金
山
町
と

　し
て
の
姿
勢
は
変
え
な
い
方
針
で

　あ
る
。

　
　
　職
員
の
給
与
は
、
生
活
給
の

　
　た
め
下
げ
な
い
方
法
を
考
え
る

　べ
き
で
は
な
い
の
か
。

　
　
　給
与
は
、
国
の
人
勧
を
基
準

　
　に
し
て
い
る
が
、
今
回
は
地
域

　給
を
加
味
し
た
減
給
で
あ
る
。
職

　員
か
ら
、
反
対
の
声
も
あ
っ
た
が

　制
度
的
に
可
能
な
範
囲
で
改
善
を

　目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　皇
太
子
殿
下
の
歌
会
始
で
の

　
　歌
を
何
ら
か
の
形
で
残
せ
な
い

　か
。

　
　
　皇
太
子
殿
下
の
御
歌
を
残
す

　
　よ
う
に
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　上
台
下
野
明
線
整
備
の
今
後

　
　の
見
通
し
は
ど
う
な
る
か
。

　
　
　事
業
開
始
か
ら
数
年
経
過
し
、

　
　構
造
物
に
毎
年
１
２
０
０
万
円

　ほ
ど
の
工
事
費
で
、
今
年
も
１
３

　０
０
万
円
の
工
事
費
を
予
定
し
て

　い
る
。
県
道
か
ら
８０
ｍ
ほ
ど
整
備

　す
る
。
要
件
を
勘
案
し
な
が
ら
で

　き
る
だ
け
早
く
終
わ
ら
せ
た
い
。

　
　
　来
年
度
予
算
に
上
台
、
中
田

　
　の
流
雪
溝
整
備
の
調
査
費
を
計

　上
さ
れ
て
い
る
が
、
調
査
費
の
内

　容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
　
　流
雪
溝
整
備
は
過
疎
債
を
財

　
　源
に
入
れ
て
い
た
だ
い
た
。
調

　査
は
、
地
形
、
水
源
、
形
態
等
を

　確
認
し
、
測
量
、
設
計
を
す
る
予

　定
。

　
　
　上
中
田
地
内
の
流
雪
溝
は
整

　
　備
さ
れ
た
が
、
使
え
ず
町
で
手

　を
つ
け
ら
れ
な
い
部
分
も
あ
る
。

　早
急
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　沢
を
用
水
が
横
断
し
て
い
る

　
　た
め
砂
防
関
係
の
事
業
と
な
る
。

　堰
堤
等
整
備
で
き
な
い
か
働
き
か

　け
を
し
た
い
。

　
　
　今
後
の
ほ
場
整
備
の
ガ
イ
ド

　
　ラ
イ
ン
を
早
急
に
作
る
必
要
が

　あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　地
区
の
座
談
会
等
で
説
明
し
、

　
　一
定
の
理
解
を
得
て
い
る
と
思

　う
が
、
県
の
事
業
に
取
り
組
む
に

　は
１
０
０
％
の
同
意
率
が
必
要
で

　あ
る
た
め
町
単
独
の
ほ
場
整
備
を

　し
て
い
る
。
町
全
体
の
基
盤
整
備

　に
つ
い
て
は
検
討
会
を
継
続
し
協

　議
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　国
保
の
一
元
化
と
し
て
平
成

　
　３０
年
度
に
県
で
一
本
化
と
す
る

　話
が
あ
る
が
、
今
後
の
方
向
性
は
。

　
　
　方
向
性
は
出
た
が
詳
細
な
説

　
　明
は
さ
れ
て
い
な
い
。
県
で
広

　域
連
合
を
組
織
化
す
れ
ば
最
上
地

　区
広
域
連
合
が
加
入
す
る
の
は
難

　し
い
が
、
保
険
者
が
市
町
村
で
あ

　れ
ば
今
の
形
態
で
事
務
運
営
が
可

　能
で
あ
る
。

地
方
創
生
先
行
型
交
付
金
の
活
用
方
法
は

平成２６年度  会計別補正予算の状況
（万円未満は四捨五入）

一般会計

国民健康保険事業勘定

同直営診施設勘定

介護保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

水道事業会計

会　計　名 補　正　額 補正後の予算額

４０億８２３万円

１億４３６万円

３億８３２９万円

７億５３１９万円

５９６９万円

１億９４０２万円

１億５９３０万円

５１０２万円

▲３００７万円

４９００万円

５万円

５９万円
総務文教常任委員会での審議

産業厚生常任委員会での審議

問答

問答 答

問答

問答

問答問答問答

問答問答問


